
（参考様式）参考図面（社会資本総合整備計画　広域連携事業）

計画の名称 昇龍道を基軸とした岐阜・滋賀の歴史・文化・自然を生かした周遊観光による広域的地域活性化計画
計画の期間 令和7年度 ～ 令和11年度　（5年間） 岐阜県・滋賀県
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（整備計画関連事項）

① 谷汲山華厳寺 文化的資産の展示 ⑥

② 関ヶ原古戦場周辺エリア 文化的資産の展示 ⑦

③ 伊自良湖エリア 地域の固有の自然、文化等に関する体験 ⑧

④ 岐阜城 文化的資産の展示 ⑨

⑤ ⑩

①

交付対象事業に関連して実施される主な事業

・東海環状自動車道（養老ＩＣ～北勢ＩＣ間（三重県））（事業主体：国土交通省、中日本高速道路(株)　事業期間：～令和8年度）

その他

具体的な
取組内容

・取り組み状況に関する情報交換や今後の方針について検討を行い、広域観光ルート形成のため観光拠点へのアクセス道路の整備等を推進する。

整備方針 整備方針に合致する主な事業

拠点施設へのアクセス時間を短縮させ、周遊効率性を高める A11-001,A11-002,A11-003,A11-004

推進体制
新規整備計画の策定に伴い、岐阜県、滋賀県の担当者が集う会議を新規で開催していく。

墨俣一夜城 文化的資産の展示

備　　考

連携先都道府県との連携について

連携方針

　岐阜県の岐阜・西濃地域、滋賀県湖北地域は、中部北陸圏の知名度向上を図る「昇龍道プロジェクト」におけるモデルコースの構成地域であり、東西ルートである名神高速道路と南北
ルートである北陸自動車道を基軸とした広域的な道路ネットワークが形成されている。これらの広域的な道路ネットワークのICから主要な観光地、観光地間を結ぶアクセス道路等を2026
年の大河ドラマ「豊臣兄弟！」に合わせて一体的に整備することによって、主要な観光拠点へのラストワンマイルのアクセス強化を図り、滋賀県湖北地域と岐阜県岐阜・西濃地域の連携
強化による満足度の高い魅力ある観光地域づくり、国内外観光客の効果的な誘客拡大を目指す。

計画の評価の実施予定

事後：令和12年3月予定
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